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ホルモン療法（Dhejne, Lichtenstein, Boman, 
Johansson, Långström & Landén，2011等）や











































































































































































































































































































































































移 行 者 用 多 次 元 自 我 同 一 性 尺 度







































項　目　内　容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 谷（2001）a
 第1因子 〈要性別移行者対自的アイデンティティ〉 （α＝.89）
3 自分が何を望んでいるのかわからなくなることがある。［R］ .95 .11 -.14 .03 Ⅱ
4 自分が何をしたいのかよくわからないと感じるときがある。［R］ .93 .01 -.07 .07 Ⅱ
8 自分がどうなりたいのかはっきりしている。 .73 -.02 .09 -.09 Ⅱ
15 自分が望んでいるあり方がはっきりしている。 .60 .01 .16 -.08 Ⅱ
12 自分の人生において、自分のするべきことがはっきりしている。 .44 -.12 .40 -.10 Ⅱ
 第2因子 〈要性別移行者対他的アイデンティティ〉 （α＝.87）
19 自分のまわりの人々は、本当の私をわかっていないと思う。［R］ .03 1.01 -.11 -.05 Ⅲ
17 人に見られている自分と本当の自分は一致しないと感じる。［R］ .03 .73 .03 -.03 Ⅲ
1 自分は周囲の人々に自分のことをよく理解されていると感じる。 -.05 .69 .16 -.18 Ⅲ
7 本当の自分は人には理解されないだろう。［R］ .08 .65 -.05 .05 Ⅲ
20 人前での自分は、本当の自分ではないような気がする。［R］ -.04 .61 .13 .17 Ⅲ
 第3因子 〈要性別移行者心理社会的アイデンティティ〉 （α＝.89）
9 現実の社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う。 .10 -.04 .85 -.11 Ⅳ
11 現実の社会の中で、自分らしい生き方ができると思う。 .06 .03 .84 -.06 Ⅳ
5 現実の社会の中で、自分らしい生活が送れる自信がある。 .02 .10 .74 -.03 Ⅳ
18 自分らしく生きてゆくことは、現実の社会の中では難しいだろうと思う。［R］ -.06 .22 .54 .21 Ⅳ
16 自分がありのままに能力を発揮できる場所は社会にはないような気がする。［R］ -.04 .19 .48 .16 Ⅳ
 第4因子 〈要性別移行者自己斉一性・連続性〉 （α＝.82）
10 生来的性別に沿って生きていた頃の自分を過去に置き去りにしてきたような気がする。［R］ -.14 -.03 -.09 .85 Ⅰ
14 今のままでは次第に自分というものの一貫性を失っていってしまうような気がする。［R］ .05 .04 .07 .72 Ⅰ
2 性別移行を始める前の自分をなくしてしまったように感じる。［R］ .06 -.09 -.13 .67 Ⅰ
13「生まれてから今までに一貫するような自分はない」と感じることがある。［R］ -.09 .05 .06 .65 Ⅰ
6 いつのまにか自分が自分でなくなってしまったような気がする。［R］ .33 -.07 .14 .54 Ⅰ
因　子　間　相　関
Ⅰ　 ― .41 ** .53 ** .48 **
Ⅱ　 ― .69 ** .52 **
Ⅲ　 ― .51 **
　　因子抽出法：最尤法（Promax回転） **p<.01.
　　N=326.




項　目　内　容 Ⅰ Ⅱ PTGIa PTGIa PTGIa
 第1因子 〈自己に対する有力感の獲得（Empowerment）〉 （α＝.90）
10 自分は困難に立ち向かうことができるとわかった .92 -.13 Ⅲ Ⅲ Ⅲ
11 自分の人生に対してより良く取り組めるようになった .79 .04 Ⅱ Ⅱ Ⅱ
4 自分を信頼する気持ちが持てるようになった .76 -.04 Ⅲ Ⅲ ―
19 思っていたよりも自分は強い人間だということがわかった .69 .05 Ⅲ Ⅲ Ⅲ
12 物事の結末を、うまく受け入れられるようになった .63 .12 Ⅲ Ⅲ ―
7 新たな自分の生き方が見つかった .51 .28 Ⅱ Ⅱ Ⅱ
3 新たな事柄に興味を持つようになった .48 .13 Ⅱ Ⅱ Ⅴ
17 変化の必要な事柄について、自ら変えていこうと試してみるようになった .46 .26 Ⅱ Ⅱ Ⅴ
 第2因子 〈人間らしい生き方と親しみの再認（Interpersonal Relationships）〉 （α＝.88）
21 自分が他の人たちを必要としていることがわかった -.16 .85 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
16 今ある人間関係を大切にしようと努力した -.02 .76 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
8 他の人たちに親密感を持つようになった .12 .69 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
15 他者に対して、より思いやりの気持ちが強くなった .15 .63 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
6 問題に直面したとき、人を頼りにしてもいいということがわかった .09 .60 Ⅰ Ⅰ ―
20 人間のすばらしさを強く実感した .27 .56 Ⅰ ― ―
2 自分が生きている価値を改めて考えた .20 .40 Ⅴ Ⅳ ―
因　子　間　相　関




　a Ⅰ: Relating to Others, Ⅱ: New Possibilities, Ⅲ: Personal Strength, Ⅳ: Spiritual Change, Ⅴ: Appreciation of Life
　b Ⅰ: Relating to Others, Ⅱ: New Possibilities, Ⅲ: Personal Strength, Ⅳ: Spiritual Change and Appreciation of Life
　　　  （Taku,　Lawrence　& Calhoun et al.. 2007）"






























































MTF/X自認者 FTM/X自認者 MTF/X自認者 FTM/X自認者
0―20 24 （20.17） 25 （12.08） 9 （7.56） 22 （10.63）
21―40 8 （6.72） 21 （10.14） 18 （15.13） 23 （11.11）
41―60 19 （15.97） 27 （13.04） 27 （22.69） 39 （18.84）
61―80 32 （26.89） 36 （17.39） 23 （19.33） 30 （14.49）
81―100 36 （30.25） 98 （47.34） 42 （35.29） 93 （44.93）









〈現実展望的性同一性〉得点 .46 ** .40 **
　〈展望的性同一性〉得点 .24 ** .19 **
　〈社会現実的性同一性〉得点 .52 ** .47 **
〈一致一貫的性同一性〉得点 .46 ** .49 **
　〈自己一貫的性同一性〉得点 .41 ** .42 **
　〈他者一致的性同一性〉得点 .51 ** .56 **
 要性別移行者用多次元自我同一性尺度
〈要性別移行者対自的アイデンティティ〉得点 .21 ** .30 **
〈要性別移行者対他的アイデンティティ〉得点 .34 ** .52 **
〈要性別移行者心理社会的アイデンティティ〉得点 .41 ** .55 **




































































〈現実展望的性同一性〉得点 .34 ** .39 ** .23 **
　〈展望的性同一性〉得点 .31 ** .33 ** .26 **
　〈社会現実的性同一性〉得点 .29 ** .36 ** .17 **
〈一致一貫的性同一性〉得点 -.02 .05 -.10
　〈自己一貫的性同一性〉得点 -.06 .01 -.13 *
　〈他者一致的性同一性〉得点 .04 .09 -.03
要性別移行者用多次元自我同一性尺度
〈要性別移行者対自的アイデンティティ〉得点 .36 ** .43 ** .23 **
〈要性別移行者対他的アイデンティティ〉得点 .26 ** .27 ** .21 **
〈要性別移行者心理社会的アイデンティティ〉得点 .28 ** .34 ** .18 **
〈要性別移行者自己斉一性・連続性〉得点 .00 .09 -.10








































性同一性〉得点であった（β ＝.24, p <.01）。有
意な負の相関は〈社会現実的性同一性〉得点と
〈自己一貫的性同一性〉得点に認められた（順に















β t β t
 ジェンダー・アイデンティティ尺度
〈展望的性同一性〉得点 .07 .95 .24 3.24 **
〈社会現実的性同一性〉得点 .06 .68 -.18 -2.00 *
〈自己一貫的性同一性〉得点 -.26 -2.51 ** -.36 -3.31 **
〈他者一致的性同一性〉得点 .02 .17 .11 1.01
 要性別移行者用多次元自我同一性尺度
〈要性別移行者対自的アイデンティティ〉得点 .39 5.20 ** .22 2.78 **
〈要性別移行者対他的アイデンティティ〉得点 .12 1.63 † .29 3.93 **
〈要性別移行者心理社会的アイデンティティ〉得点 .13 1.49 .15 1.75 †
〈要性別移行者自己斉一性・連続性〉得点 -.13 -1.96 * -.25 -3.54 **
 性別移行進捗度
外見的性別転換度 -.02 -.24 -.01 -.15
性自認に沿った社会生活実現度 .08 1.14 .00 -.05
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Psychological growth in the gender transition experienced by 
people with gender dysphoria
Aki Nishino Mejiro University, Graduate School of Psychology
Tatsuo Sawazaki Mejiro University, Faculty of Human Sciences
Mejiro Journal of Psychology, 2014 vol.11
【Abstract】
Gender transition is a big turning point for people with gender dysphoria. It often involves 
medical treatment (e.g., cross-hormone therapy, sex re-assignment surgery). Treatments (male 
to female or female to male) bring about changes in one’s physical appearance. This transition 
also involves re-construction of social adaptation, which is promoted by positive interactions 
with others and the social community they live in (i.e., coming-out).
We examined the factors that promoted well-being in the daily social life of individuals with 
gender dysphoria. A total of 326 Japanese people with gender dysphoria completed the 
Multidimensional Ego Identity Scale of Transgenders (MEIS-TG), the Gender Identity Scale 
(GIS), a measure of posttraumatic growth (PTG) through gender transition, a measure of the 
degree of physical appearance changes, and a measure of the degree of realizing daily social 
life with an alternative gender identity.
Results showed that (a) a firm gender identity as male or female negatively affects PTG, (b) 
a positive future perspective empowers individuals, and (c) both self-identity and 
interpersonal-identity positively influence PTG with regard to interpersonal relationships.
keywords : gender dysphoria, identity, psychological growth, gender dualism, empowerment

